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　黒川（2005）は，回想法研究を次のように区分している。1960 年代から 1970 年代は，Butlerに
始まる高齢者の過去の思い出に働きかけることの有効性を叙述的に論じた研究が発表された時代で
あり，ライフレビュー形式の 1対 1の個人回想法が主流であったと述べている。























































は，6名（男性 3名，女性 3名）であった。平均年齢は，64.8 歳（75.9 ～ 56.4 歳）であった。内 1名は，
公開講座の途中で再就職が決まったとのことで 2回の参加となったため，結果から除外した。
（2）　実施期間
　2019 年 5 月 16 日から 6月 13 日の毎週木曜日 10：00 ～ 11：30 の 90 分間で，全 5回であった。
（3）　公開講座の進め方
　公開講座回数全 5回のうち，第 1回は，講座全体のガイダンスと心理検査を実施した。第 2回は，
第 1回で実施した心理検査結果の解説を実施すると共に生涯発達における心理社会的課題について


















　③エリクソン心理社会的段階目録（Erikson Psychosocial Stage Inventory: EPSI）：Eriksonの自我の
漸成理論に基づき，8段階毎に 7項目，計 56 項目から構成されており，4件法で回答するものであ
る。項目例としては，「私は，一所懸命に仕事や勉強をする」などである。8つの下位尺度別に 7
項目の集計を行い，合計して総得点を算出する。それぞれの得点についてパーセンタイル変換を行












　第 1回目の平均値は 7.8 点（得点範囲 3～ 11 点），第 5回の平均値は 10 点（9～ 12 点）であった。
平均点について第 1回と第 5回で差は，あまりなかったが，グループ内での得点範囲は，第 1回は
大きいが，第 5回は小さくなっていた。
　②ビッグファイブ短縮版パーソナリティ検査
















外向性 調和性（協調性）誠実性（勤勉性） 神経症傾向 開放性
↓ － ↑ ↓ － ↑ ↓ － ↑ ↓ － ↑ ↓ － ↑
第１回目 0 3 2 1 1 3 1 0 4 1 2 2 0 1 4
第５回目 0 2 3 1 1 3 1 0 4 2 2 1 0 2 3
表３　エリクソン心理社会的段階目録結
果（第 1 回と第 5回）（％）






































































版パーソナリティ検査結果は，「神経症傾向」の高い人が第 1回目は 5人中 2名であったが，第 5
回目で 5人中 1名となった。「調和性」と「誠実性」の低い人が第 1回目と第 5回目で 5名中 1名
であった。これらの 3項目に該当する者は同一人物であった。このパーソナリティ検査に基づく
パーソナリティは，1名を除く4名では健康であると言える。エリクソン心理社会的段階目録結果は，
全 8段階で第 1回・第 5回共に 50％以上，「ほぼ達成している」であったため，この心理検査にお
いても健康度は高いと言える。今回実施した 3種類の心理検査から参加者の心理的健康度は高いと
言える。
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Abstract
The author conducted a course entitled “From the past to the future using developmental psychology” in 
the university’s open studies program at the Center for Community Engagement and Lifelong Learning of 
Tokushima University using the reminiscence method. The object was healthy middle-aged and old people. 
In the year 2019, 5 lectures were given. Among them, psychological tests were performed twice and group 
reminiscence methods were conducted twice as well. After explaining the psychological tests results, each 
of the participants asked questions about their own personality. On the reminiscence method, each one of 
the participants related one personal experience. As for the psychological test, after the explanation and 
understanding of the results, each one fostered a better understanding of his personality. In the group of the 
reminiscence method, review of each one’s life was carried on through the sharing of all the participants. 
Someone manifested the desire of continuing this thinking for the rest of the life.
